
令和6年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
美祢市地域公共交通協議会 （利便増進計画推進事業）の概要

地図

地域の概況・公共交通の概況・問題点

美祢市の概要

事業実施に際しての目標等

推進事業の実施

協議会の構成員

推進事業の実施事業
別紙のとおり

推進事業の計画期間

・交通会議の円滑な運営
 ・住民や利用者、交通事業者、行政関係者など多様な関係者の意見を交通施策に反映
・公共交通計画に位置付けられる評価指標（数値）をもって、会議内で説明することで議論を具体化し、関係者間の理解促進
 につなげる。

・平成20年3月に１市２町が合併
・人口 23,247人（令和2年国勢調査）
・面積 472.64平方キロメートル

〇事業実施前の地域公共交通の概況について
 ・別紙のとおり。
〇問題点
 ・地域の多様な関係者の「共創」（連携・協働）により、地域公共交通ネットワークの「リ・デザイン」（再構築）を進め、
利便性・生産性・持続可能性を高めることが必要

・これまで以上に、協議会で多様な関係者が交通施策について活発に議論し、関係者全員で持続可能な地域公共交通を目指す
ことが求められている。

美祢市 学識経験者 山口運輸支局 ＪＲ西日本 路線バス事業者
タクシー事業者 山口県警察署 公募委員 等

令和5年10月1日から令和10年3月31日まで

別添５
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本年度事業の結果概要

事業の今後の改善点

事業実施の適切性

・市内の公共交通について、評価検証を行い、次年度以降の運行改善につなげるため、関連する鉄道1者、路線バス6者、タ
クシー4者の利用実績データをとりまとめ、評価検証を行った。

・評価検証結果を基に、次年度以降で10路線以上あるジオタクやジオバスの利用状況を詳細に分析し、段階的な運行改善や
利用促進策を検討する。

・計画通り事業は適切に実施された。

本年度事業の取組内容

・交通事業者から提供されたデータのとりまとめ
・事業改善の方向性の検討

・各交通事業者からデータの提供を受ける際、入力様式を作成し作業は効率化されたが、データの集計やとりまとめの作業
については作業量が多いため、業務の効率化が必要である。

・ジオタクについては、日々の利用状況（いつ、だれが、どこからどこまで利用した等）が把握できるため、利用状況を定
期的にモニタリングしながら、利用促進や運行改善ができる仕組みが必要である。
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別紙 公共交通の概況
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・交通事業者から提供されたデータのとりまとめ

・事業改善の方向性の検討

▼ 事業評価・検証の一部抜粋（第一回 美祢市地域公共交通協議会資料より）

▼ 路線別一日あたりの利用者数（あんもないと号の路線の一部）抜粋

別紙 推進事業の実施事業
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